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あ
の
頃
�思
い
出
の
現
場
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長

　

１
９
９
５（
平
成
7
）年
１
月
17

日
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７・３
の
巨
大
地
震
は
兵
庫
県
南
部

を
中
心
に
、
神
戸
市
な
ど
各
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
当
日
を

振
り
返
り「
早
朝
か
ら
時
間
の
経
過

と
共
に
被
害
の
全
容
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
き
、
新
た
な
ニ
ュ
ー
ス

が
届
く
た
び
に
緊
張
感
が
高
ま
っ

た
記
憶
が
あ
る
。
会
社
で
は
、
直

ち
に
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
状

況
の
把
握
や
支
援
策
の
検
討
に

入
っ
た
」と
話
す
。

　
し
ば
ら
く
し
た
後
、
被
災
し
た

港
湾
施
設
の
復
旧
工
事
に
携
わ
る

た
め
神
戸
に
向
か
っ
た
。「
神
戸

に
近
づ
く
に
つ
れ
て
変
わ
っ
て
い

く
街
の
姿
に
目
が
釘
付
け
に
な
っ

た
。
新
神
戸
駅
か
ら
三
宮
地
区
に

向
か
う
道
路
は
、
ま
る
で
戦
争
で

空
爆
を
受
け
た
よ
う
な
有
様
だ
っ

た
」。

　
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
の
護
岸
を
復
旧
す
る
た

め
、
神
戸
営
業
所
に
招
集
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
は
現
場
近
く
に
用
地
を

確
保
し
、
神
戸
復
興
工
事
事
務
所

を
開
設
し
た
。

　
最
初
に
提
供
さ
れ
た
の
は
わ
ず

か
２
枚
の
図
面
。
護
岸
の
構
造
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
情
報
が
な
く
、
現

地
調
査
か
ら
復
旧
方
法
の
検
討
、

断
面
図
の
作
成
、
数
量
計
算
、
工

事
費
積
算
ま
で
、
と
に
か
く
遮
二

無
二
取
り
組
ん
だ
。

　
調
査
を
昼
間
に
実
施
し
て
そ
の

成
果
を
基
に
夜
間
に
図
面
等
を
作

成
し
、
翌
朝
ま
で
に
ま
と
め
発

注
者（
国
土
交
通
省（
旧
運
輸
省
））

と
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。「
担
当

者
は
徹
夜
の
毎
日
だ
っ
た
し
、
島

か
ら
役
所
に
向
か
う
道
は
大
渋

滞
。
連
日
時
間
と
の
戦
い
で
思
わ

ぬ
切
迫
感
を
味
わ
っ
た
」と
い
う
。

　
苦
労
を
重
ね
て
よ
う
や
く
現

場
で
の
作
業
が
始
ま
っ
た
あ
る

日
、
現
場
代
理
人
が
体
調
の
異

変
を
訴
え
、
戦
線
を
離
脱
す
る

事
態
に
陥
っ
た
。

　
「
会
社
は
現
場
の
状
況
を
考
え
、

ま
だ
若
か
っ
た
私
を
現
場
代
理
人

に
指
名
し
た
。
は
じ
め
の
う
ち
は

作
業
が
な
か
な
か
進
ま
ず
不
安
を

感
じ
た
が
、
徐
々
に
工
事
が
軌
道

に
乗
り
始
め
る
と
私
も
周
囲
が
よ

く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

　
現
場
代
理
人
と
し
て
気
を
配
っ

た
の
は
工
事
の
進
ち
ょ
く
は
も
ち

ろ
ん
、
現
場
で
苦
労
を
共
に
す
る

仲
間
た
ち
の
体
調
だ
っ
た
。「
重

要
な
工
事
で
全
員
気
を
張
っ
て
は

い
た
が
、
疲
労
は
隠
せ
な
い
状
況

だ
っ
た
。
社
員
を
交
代
で
帰
宅
さ

せ
、
月
に
２
回
は
完
全
休
養
日
を

設
け
て
い
た
」そ
う
だ
。

　

工
事
は
地
震
に
よ
っ
て
沈
下
・

は
ら
み
出
し
た
護
岸
と
後
背
地

の
復
旧
、
没
水
し
た
防
波
堤
の

か
さ
上
げ
が
主
な
作
業
内
容

だ
っ
た
。

　
「
開
い
た
目
地
の
隙
間
か
ら
裏

込
材
が
吸
い
出
さ
れ
た
護
岸
の
修

復
、
防
波
堤
復
旧
で
の
水
中
不
分

離
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
採
用
な
ど
、

技
術
者
と
し
て
学
ぶ
こ
と
も
多
い

現
場
だ
っ
た
。
激
務
だ
っ
た
が
、

工
事
が
無
事
故
で
無
事
竣
工
し
た

時
に
は
本
当
に
安
堵
し
、
気
が
抜

平
成
７
年
災
第
30
号
Ｐ
．Ⅰ
護
岸（
防
波
）外
復
旧
工
事

激
務
に
耐
え
成
し
遂
げ
た
震
災
復
旧

The project in my life

け
た
よ
う
な
思
い
が
し
た
」

　
神
戸
港
で
の
復
旧
工
事
を
経
験

し
「
災
害
が
起
き
た
場
合
ど
の
段

階
で
何
を
す
べ
き
か
は
、
そ
の
後

に
大
変
参
考
に
な
っ
た｣

。
東
北

支
店
へ
の
赴
任
は
２
０
１
０（
平

成
22
）年
７
月
。
９
ヵ
月
後
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地

震
発
生
直
後
か
ら
初
動
対
応
に
奔

走
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
自
然
災
害

の
被
災
地
で
復
旧
の
最
前
線
に

立
っ
て
き
た
。「
神
戸
の
現
場
で

一
緒
に
働
い
た
仲
間
も
社
内
に

残
っ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
に
な
っ

た
。
け
れ
ど
も
苦
労
を
共
に
し
時

間
を
共
有
し
た
思
い
出
は
、
今
も

消
え
て
い
な
い
」
と
話
す
。
そ
し

て「
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
」こ
と

が
、
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
使
命
の

一
つ
だ
と
も
感
じ
て
い
る
。
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神戸復興事務所での仲間との１枚（後列右から3人目が本人）

地盤改良技術講習会を開催
ＰＧＭなど３工法の自主管理ルールを解説

　日本埋立浚渫協会は 2016 年 10月 19日、東京・霞が
関の尚友会館で地盤改良技術講習会を開催しました。
本講習会は、羽田空港の地盤改良工事で昨春、会員企
業による施工不良問題が発覚したことを受け、協会の
「埋立地の地盤改良に関するワーキンググループ（WG）」
がまとめた再発防止策の周知を図るものです。

　講習会では野口哲史技術委員長がWGの活動内容を
報告した後、林健太郎WG座長が報告書の内容を解説。
地盤改良3工法の自主管理ルールのポイントと運用方
法、施工トラブルの克服事例などを説明しました。講
習会には元請業者の担当者など約90人が参加しました。
WGは協会と五洋建設、東洋建設、不動テトラ、みらい
建設工業の5者でメンバーを構成したものです。

　協会は、再発防止と地盤改良技術の信頼回復に向け
て、各社のノウハウを含めて地盤改良技術をオープン
にすると共に、不正防止対策を強化し一連の取り組み
について PDCA（計画・実行・評価・改善）のサイクル
を構築する方針を打ち出しています。

　講習会の冒頭、野口委員長は、技術情報の共有に関
し「各社のノウハウを含めて技術をオープンにする。
ノウハウは技術競争の源泉かもしれないが、現場のト
ラブルをなくすことを優先すべきと判断した」と述べ
ました。さらに不正防止については「生産性向上の流
れにはそぐわず、手間がかかることになるが、トラブ
ル防止と信用の回復のために必要な手続きだと考えて

いる」と理解を求めました。工法別の自主管理ルール
と施工トラブル克服事例についてはWGのメンバーか
ら曲がり削孔式浸透固化処理（PGM）工法を山本敦氏、
静的圧入締め固め（CPG）工法を足立雅樹氏、砂圧入式
静的締め固め（SAVE-SP）工法を大林淳氏が解説し、
自主管理ルールの運用については、小倉勝利WG副座
長が説明しました。講習会終了後には受講者に修了証
を手交しました。

　WGは報告書の中で、未熟な技術による施工不良が
地盤改良工事に対する社会的な信頼失墜につながった
とし、「業界全体として確実な施工と品質確保に取り
組む必要がある」と指摘。トラブルの未然防止、不正
防止に取り組むための自主管理ルールを策定・運用す
る手段として、施工計画段階でチェックシートを活用
することを提案しました。

　WGの検討成果を受け、今後は▽ PGM▽ CPG ▽
SAVE-SP の 3 工法を対象に、新しく設けた自主管理
ルールを運用すると同時に、施工のトラブルを防ぐた
めに各工法のノウハウの共有を支援することになりま
す。工法ごとの説明会もそれぞれの研究会が実施して
いく予定です。

　協会は今後も海洋工事で活用する技術の信頼性確
保、施工不良の再発防止に向けさまざまな活動を行っ
ていきます。

野口技術委員長

ポートアイランドの護岸復旧現場


